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１ 調査概要 

  平成 30 年 8 月の児童扶養手当現況届提出期間中，認定世帯から抽出し調査を行ったもの。 

対象 手当認定者数 抽出数 回答数 回答率(%) 備考 

母子世帯 2,577 873 610 70.0 無作為抽出 

父子世帯 131 129 76 58.9 全数対象 

合  計 2,708 1,000 686 68.6 市内在住者から抽出 

 

２ 回答者の状況 

対象 回答数 
児童扶養手当 

全部支給 一部支給 全部停止 不明 無回答 

母子世帯 610 173 219 82 16 120 

父子世帯 76 12 28 20 2 14 

合  計 686 185 247 102 18 134 

 

 

 

○第２期柏市ひとり親家庭等自立促進計画（平成 27 年度～平成 31 年度）を改訂するもの 

【根拠法令等】母子父子寡婦福祉法第１２条（自立促進計画） 

①努力義務 ②変更の際は環境や実情を勘案 ③変更の際は合議制機関の意見を聴取 ④母子父子福祉団体の意見を勘案 ⑤市民の意見を反映する措置 

○平成 31 年度，柏市健康福祉審議会（児童福祉専門分科会／母子父子寡婦福祉団体役員在籍）に諮問予定 

資料２ 



３ 結果概要 

№ 
項

目 
結果概要 参考 

1 

世

帯

・

世

帯

員 

・８割以上が離婚，１割が未婚 
 
・離婚時の年齢は，母が 20～30

代，父が 30～40 代で約７割 
 
・ひとり親になった当時，約８

割が小学生低学年以下の子ど

もを抱える。（参考①） 
 
・年々，両親との同居は減少。

日常的な支援を得にくい環境

にある。（参考②） 

 

2 

生

活

実

態 

・母子世帯の母の収入は 300 万

円未満が約６割（参考③），

貯金は 50 万円未満が約５割

（参考④） 
 
・暮らし向きは６割以上が「苦

しい」「やや苦しい」の回答

も，収入とともに 26 年調査時

より改善 
 
・スマホは必需品となる一方，

新聞購読は１～２割。小中学

生の子どもは，スマホ所持が

６割以上，机の所有が５割弱 
 
・家族での旅行やレジャーなど

の，自宅以外での経験が不足

している（参考⑤） 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 



3 

就

労

状

況 

・母の９割が就労。正規雇用は

4 割弱で，26 年時調査から 0.5
ポイント改善（参考⑥）。７

割が収入に不安 
 
・将来の正規雇用希望者は約半

数と高くない。（参考⑥） 
 
・母の約７割が月給 20 万円未

満。１割以上は週６日以上就

労。また，ひとり親の４割以

上が土日も就労（参考⑦） 
 
・約４～５割のひとり親が就労

により育児や家事が週に数日

以上できていないと認識 
 （参考⑧） 

 

4 

子

ど

も

の

生

活

・

学

習

状

況 

【小中高生のいるひとり親世帯

の子について】 
 
・１割以上が子どもの不登校を

経験（参考⑨） 
 
・約３割以上が子どもの成績が

平均に満たないと認識 
 （参考⑩） 
 
・１日の学習時間が 30 分未満の

子どもは約４割。学習習慣に

課題（参考⑪） 

 

⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 



5 
養

育

費 

・取り決めている方は約 4 割で

26 年調査時から 10.9 ポイン

ト悪化 
 
・取り決めた方のうち現在も受

け取れている方は６割弱（参

考⑫） 
 
・養育費の請求についてほとん

どのひとり親が認識はあるも

のの相手方との関りや交渉を

避け，行っていない。（参考

⑬） 
 
 
 

 

6 

抱

え

る

悩

み 

・ひとり親が現在抱える悩みは，

お金，仕事，子育て，自身の

健康の順に多く，お金につい

ては約８割にもなる。（参考

⑭） 
 

 

 

 

⑫ 

⑬ 

⑭ 


